産業廃棄物実態調査票【調査票その２】
（産業廃棄物に関する意識調査票）
	調査票番号
	


	問１．廃プラスチック類について
　　平成29年末からの外国政府による廃プラスチック等の輸入禁止措置により、国内で処理される廃プラスチック類の量が増大しています。

（１）貴事業所では、廃プラスチック類が発生した場合どのように処理していますか。(処理業者への委託も含む。)

	１　焼却（ア．熱回収あり，イ．熱回収なし）
２　リサイクル（ア．マテリアル，イ．ケミカル，ウ．サーマル(RPF化等)）
３　埋立て
４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	（２）廃プラスチック類の排出量の削減や処理の円滑化を図る取組を行っていますか（予定の場合も含む。）。
　　　（複数回答可）

	１　プラスチックの使用削減を検討

２　プラスチック代替素材の利用の検討

３　リサイクルの高度化（マテリアルリサイクルへの転換等）

４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５　取り組んでいない


	（３）廃プラスチック類の処理に関して、行政に期待することはありますか。

	１　処理施設を増やしてほしい

２　制度の改正（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４　特にない


	問２．リサイクル製品等の導入について

（１）貴事業所の製品やサービスにおいて、リサイクル製品等を導入している、又は、導入予定（計画）はありますか。

	１　導入済み
２　今後導入する予定(計画)がある
３　導入予定(計画)していない


	（２）問２(１)で、１又は２に○印をつけた方にお聞きします。それは具体的にどのように利用されていますか。

	リサイクル製品等の種類
	利用の内容

	
	１製品の原料　　２製品原料以外の材料・備品等　　３その他

	
	１製品の原料　　２製品原料以外の材料・備品等　　３その他

	
	１製品の原料　　２製品原料以外の材料・備品等　　３その他

	
	１製品の原料　　２製品原料以外の材料・備品等　　３その他

	
	１製品の原料　　２製品原料以外の材料・備品等　　３その他


	（３）問２(１)で、３に○印をつけた方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　コスト面
２　リサイクル素材を知らない
３　用途にあったリサイクル製品がない

４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	問３．産業廃棄物の再資源化（リサイクル）について
（１）貴事業所では、産業廃棄物のリサイクルに取り組んでいますか。該当する番号に１つ○印をつけてください。

	１　自社のみで取り組んでいる


４　今後取り組む予定がある
２　他社に委託し取り組んでいる


５　取り組んでいない
３　自社と他社への委託の両方で取り組んでいる

	


	（２）問３(１)で、１から４に○印をつけた方にお聞きします。それはどのような取組ですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　リサイクルのしやすさを考慮した製品等の設計・製造
２　自社製品でのリサイクル

３　他社製品の原料・副原料としてリサイクルされている
（処理業者へ委託してリサイクルされているものも含む）
４　他社の再生原料やリサイクル製品の利用
５　リサイクルをするための分別の徹底
６　自社の燃料として熱回収
７　他社の燃料として熱回収
８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	（３）問３(１)で、５に○印をつけた方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　リサイクル業者が近くにない

４　廃棄物の発生量が非常に少ない
２　余分に費用がかかる

５　情報が不足しており、やり方がわからない
３　技術的、物理的に困難

６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	問４．ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標：目標12 つくる責任、つかう責任等)を貴事業所の目標に掲げ、廃棄物をはじめとする環境関連の取組を行っていますか。

	１．行っている（下欄にも記入ください）　　　　　　　　　　２．行っていない

	（内容）


	問５．現在あるいは将来にわたって、処理困難や大量に発生するなどの理由で問題となると思われる産業廃棄物はありますか？　ある場合は、廃棄物の種類と理由をご記入ください。

	１．ある（下欄にも記入ください）　　　　　　　　　　２．ない

	産業廃棄物の種類
	理　由

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


	問６．産業廃棄物の将来見通しについて
（１）今後（令和元年度を基準に３～５年度）、貴事業所から排出される産業廃棄物の増減についてお聞かせください。該当する番号に○印をつけてください。
個別の種類ではなく、産業廃棄物・副産物の全体量として、おおよそで結構です。

	１　かなり増加するだろう（+20％以上）

５　やや減少するだろう（-５～-10％未満）
２　増加するだろう（+10～+20％未満）

６　減少するだろう（-10～-20％未満）
３　やや増加するだろう（+５～+10％未満）
７　かなり減少するだろう（-20％以上）
４　ほとんど変わらないだろう（±５％未満）
８　わからない


	（２）問６（１）の理由について、該当する番号に○印をつけてください。

	１　仕事量の増減

４　不明
２　排出抑制の実施

５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３　事業拡大（縮小）予定


	問７．電子マニフェストの利用について

（１）電子マニフェスト(JWNET)の利用状況について、お聞きします。該当する番号に１つ○印をつけてください。

	１　利用している
２　今後利用する予定
３　利用していない(利用する予定はない)


	（２）問７(１)で、１又は２に○印をつけた方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　発行作業が効率的

４　処理業者の推薦

２　紛失のおそれがない

５　行政の推薦
３　処理状況の確認等が容易

６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	（３）問７(１)で、１又は２に○印をつけた方にお聞きします。電子マニフェスト(JWNET)と連動したソフトを用いるなど、他の情報通信技術と連動させて活用していますか。

	１　活用している（具体的な内容(使用ソフト名等)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２　活用していない


	（４）問７(１)で、１又は２に○印をつけた方にお聞きします。電子マニフェスト（システム）と連動させて、行いたいことはありますか。

	１．ある（下欄にも記入ください）　　　　　　　　　　２．ない

	（内容）


	（５）問７(１)で、３に○印をつけた方にお聞きします。それはどのような理由からですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　収集運搬業者が未対応

５　入力が面倒
２　中間処理業者が未対応

６　情報流出の危険性がある

３　導入コストが高い

７　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４　排出事業者にとってメリットがない


	問８．処理業者（収集運搬業者及び処分業者）との関わり方について

（１）産業廃棄物の処理業者を選ぶ際に重要視することを、優先順位の高いものから３つ選び、番号を記入してください。

	１　委託費用が安価
２　法令を遵守した適正処理への信頼がある
３　資源化に積極的
４　気軽に質問・相談に応じてくれる　　　　５　優良産廃処理業者の認定を受けている

６　電子マニフェストに対応済み　　　　　　７　リサイクルが可能

８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	（１番目）
	（２番目）
	（３番目）


	（２）産業廃棄物の処理費用について、１ヶ月当たりの平均額を教えてください。

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円／月）


	（３）処理業者と連携・協働して、減量・リサイクルに取り組んだこと又は、取り組みたいことはありますか。該当する番号に○印をつけてください。

	１　リサイクル製品の開発
３　リサイクル・分別方法のアドバイスを受けること
２　リサイクル情報の共有
４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	（４）処理業者を選択する際に、どのような情報をホームページに公開してほしいですか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	１　取扱いできる(許可を受けている)廃棄物の種類
６　処理料金
２　処理施設の場所(住所) 
７　会社の財務状況
３　処理施設の処理能力
８　行政処分実績
４　処理施設の写真
９　産業廃棄物の処理業の許可証の写し

５　処理施設の稼働状況(稼働実績) 
10　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


	問９．貴事業所の産業廃棄物の処理に関して、行政に期待することはありますか。該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）

	 １　廃棄物処理法の改正など産業廃棄物の処理に関する情報提供の充実
 ２　排出事業者と廃棄物処理業者等とのマッチング

 ３　排出事業者を対象とした、産業廃棄物の適正処理などに関する講習会の開催

 ４　産業廃棄物のリサイクルの取組事例の紹介
 ５　産業廃棄物の排出抑制・リサイクルに関する街頭キャンペーンなどの啓発活動の実施

 ６　産業廃棄物の不適正処理や不法投棄などに対する監視・指導体制の強化

 ７　優良な産業廃棄物処理業者の育成
 ８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 ９　特にない


	問10．産業廃棄物の処理に関して、貴事業所が抱えている課題や問題点はありますか。

	１．ある（下欄にも記入ください）　　　　　　　　　　２．ない

	（課題や問題点等）


	問11．その他、処理業者、行政に対するご意見、ご要望等をご自由にお書きください。

	


本調査票も【調査票その１】と併せてご返送ください。





ご協力ありがとうございました。









